
議 長  局  長  主幹・係長 係  

    

 

粕屋町議会 視察研修報告書 

 

 下記（別紙）のとおり、視察研修に参加しましたので、その内容につい

て報告いたします。  

 

 粕屋町議会議長   末  若  憲  治   様  

                    令和 8 年 8 月 9 日 

     粕 屋 町 議 会  

総務建設常任委員会 

（  小 池  弘 基  ）  

 

報告事項 

委 員 会 名 総務建設常任委員会  

 

【視察研修①】  

日    時  令和 8 年 8 月 4 日（火曜日）  

視 察 先 福井県坂井市  

研 修 目 的 

（テーマ）  
ふるさと納税事業の取組及び寄付金の使い道について  

現状と課題 

（研修目的を設定した背景（粕屋町の現状と課題）について記載）  

 

粕屋町におけるふるさと納税金額が大幅に減少する中において、打

開策となる返礼品の数や種類の不足が一番の問題点と思われます。  

また、担当者においても兼任者ではなく専任者が必要と考えます。  

 

 

 

 

概 要 

（研修内容を簡略にまとめ、議員個人として粕屋町に必要又は参 

 考になると思われる点について記載） 

 

坂井市は返礼品に越前がに又坂井市で開発したブランド

米（コシヒカリ）など返礼品が約 1500 品目あります。  

粕屋町には今後新しく返礼品を探す必要や、担当者を専

任にすることが重用と思われます。  



 

 

 

 

 

 

 

質 疑 応 答 

（研修での自身その他の質疑応答内容 (要点 )を記載）  

 

返礼品の中に苺の生タルトが 2026 年 8 月 2 日の売上げ全

国 1 位に成った経緯や価格に付いて質問しましたところ

1 個 15000 円の寄付金に対する返礼品との事でした。  

 

 

 

 

 

 

 

所 感 

（研修で自身が感じたことや学んだことを、町にどのように活用

できるかなどを記載）  

 

今回の視察先について返礼品数が 1500 品目と桁違いであ

りあまり参考にならないと感じました。  

参考に成ったことは、町としてふるさと納税事業を積極

的に行うので有れば、担当者に付いては兼任ではなく、専

任者の必要を感じました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【視察研修②】  

日    時  令和 8 年 8 月 5 日（水曜日）  

視 察 先 滋賀県草津市  

研 修 目 的 

（テーマ）  

草津川跡地利用計画について（草津川跡地）区間 6 

（民間事業者誘致事業・公園 PFI）について  

現状と課題 

（研修目的を設定した背景（粕屋町の現状と課題）について記載）  

 

粕屋町での課題は駕与丁池公園の利活用と九州大学農場跡地開発と思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概 要 

（研修内容を簡略にまとめ、議員個人として粕屋町に必要又は参 

 考になると思われる点について記載） 

 

草津川は元より水が流れていない川でしたが琵琶湖より

続く 7 ㎞の地点で新草津川が通水開始となり今回の改修

工事の川は廃川となった為公園として開発されました。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質 疑 応 答 

（研修での自身その他の質疑応答内容 (要点 )を記載）  

 

年間を通してイベントを開催されていますがイベントの

開催は何回ありましたでしょうか。  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

所 感 

（研修で自身が感じたことや学んだことを、町にどのように活用

できるかなどを記載）  

 

今回の視察先は河川の廃止に伴う公園整備でしたが駕与

丁公園の改修や九州大学農場跡地の開発に参考になりま

せんでした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


